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自社開発ソフト資産は、その基盤における飛躍を新規技術進歩システムにおいて有し、それ

らが独自性の創造を与え、市場における新たなプレゼンスを提案できるものである。 

 

これら可能性の拡大は視点の転換を経て機能性と消費者需要を理解し、ソフトの基盤にお

ける新たな創造性を実現できるものである。 

 

これらは独創性における機能性の可能性を個々において製品において実現することは、自

主的な理解という基盤が独創性の実現を与えることができるのである。 

 

これらはチームにおける理解の共有は個々の部員の創造性を求め、それら創造性が理解と

いう基盤に構築される新しい現実を可能とできるのである。 

 

これらは今日の技術革新や産業革命という現実に対する企業の正しい判断なのである。な

ぜならば未来において既存製品と技術は必ず自己を失うからである。 

 

これら正しいサイクルが自らの制限性から可能性への転換を実現できるものである。これ

らは負の連鎖を否定するものであり、正のサイクルは必ず創造性を許容するものである。 

 

これらは今日の変化という現実へは正しい企業基盤お育成が必ず要求されるものである。 

 

世界が新たな未来を模索することは、未来の要求に対して適切な製品とサービスの提供を

要求されるのである。 

 

これらは計画的な企業経営は、必ず時代と市場への正しい認識を要求し、それが正しい経営

判断を可能とできるのである。 

 

これらは要求される企業環境の育成が存在し、それらが企業経営において未来という現実

への参加をスムーズに与えることができるのである。 


